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発達障害と子ども発達支援士の養成 
―大学コンソーシアム佐賀の取り組み― 
園田貴章 a・田中麻里 b・水田茂久 c ・石井宏祐 d  
































































2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度
受診児数(a) 7962 7546 7430 7400 7230
精神発達障害(b) 1028 1270 1189 1545 2295































2 に示すように、回答した保育者 879名の内 67%（591 名）が現在、この障害があると
思われる幼児の担任をしていた（大学コンソーシアム佐賀、2014、p.13）。 
 
     図 2 発達障害の可能性のある子どもを現在担任しているか （n=879）  
そして、図 3に示すように、その 591 名の内 90%（533名）が、対応に難しさを感じ
ているとの回答であった（大学コンソーシアム佐賀、2014、p.13）。
 



























































































をコアとして、他の 4 分野から 4 単位以上関係科目を履修させている。佐賀県の 5 大
学・短大を合わせて毎年 100名以上の学生が履修登録している。 
「基礎・実習」は 5大学・短大の共通の必置・必修・通年科目である。事前事後指



























て、「全くそう思う」が 65％、「そう思う」が 31％、合計 96％という結果であった。支


































































図 6 支援実習後の実習生対象アンケート調査の結果（2015(平成 27)年度） n=147 
 
２．支援実習を通して学生が気づいたこと 
 2018（平成 30）年 11月 13、14日に福井県福井市で福井大学を幹事大学として「はば























































































次頁の表 2は 2006（平成 18）年度と 2017（平成 29）年度に通級による指導を受けた
児童生徒数である。文部科学省「特別支援教育資料」を基に作成した（文部科学省、2007; 
2018）。通級による指導を受けている学習障害の児童生徒数は 10 年間で 12.2 倍、注意





表 2 通級による指導を受けている発達障害の児童生徒数 
 2006年度 2017 年度 2017 年度/2006年度 
学習障害 1,351人 16,545 人 12.2 倍 
注意欠如多動症 1,631人 18,135 人 11.1 倍 
自閉スペクトラム症 3,912人 19,567 人 5.0倍 
このような傾向を受けて文部科学省は、通級指導専任教員を 2017（平成 29）年度か
ら 10 年間で子ども 13 人に対して１人の割合に増やす計画を進めている（朝日新聞、
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